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          衝突回教

す，というのは想像できそうであるが，100個の場合はどうか？十分多数回実験を行えば100個とも同

じ数字が高い確率で出現するときが必ずくる，と想像することは直観的には困難である．必要でかつ十

分な，極めて有効な検定法について考察するとき，ランダムであることとは何かという原点に返らざる

を得たいように思われる．

 例．一様性とランダム性を計る衝突検定：乱数の系列，κ、，κ。，κ。，．．．（O≦伽≦9）に対して，4次元ベク

トル（κ。。一。，κ。ゴー。，κ。ト、，舳）（乞＝1，．．．，m）を作るとき，104（＝m）個の，1辺が1の超立方体内ごとの衝突

（2個以上配置されたとき衝突と悼ぶ）回数を数えるとき，この4次元空間の中で。回の衝突が起こる確

率は

舳仏が一m（m－1） e一m＋計1）／、斗 〕：第・種の一／－1一グ数

で与えられる．図は，m＝104，m＝2000として物理乱数（2000×4個）を発生したときの衝突回数を数え

る実験を，1000回行ったときの分布である．点線は理論値．
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              統計グラフィニクスの有効性

                                    田 村 義 保

 近年，計算機のハーIドウェア及びソフトウェアの発展に伴い，データの可視化のための方法が注目さ

れるようになってきた．勿論，データの持つ情報の縮約法としての統計グラフィックスは以前から用い

られていた．データの分布を表わすのに，ヒストグラムやステムアソドリーブ等がよく用いられてきた

と思われる．しかし，後者のステムアソドリーブは，ラインプリンターやキャラクタ端末時代のデータ

の可視化法と言える．ビットマップディスプレイ，描画も可能なべ一シプリソターを利用できるように

なった昨今では，より高度た統計グラフィックスを容易に用いることができるようにたっている．筆者

は，ヒストグラムを用いるより，ある場合には，ボックスプロットを用いた方が良いように思うが，ボッ

クスプロットも，適切に表示することが可能になったのは，最近の表示デバイスの発展によるところが

多いものと思われる．また，多変量解析を行なう前にデータの分類を視覚的に行なうために用いるチャー

ノフの顔等は，その最たるものであり，ビットマップディスプレイの出現により初めて実用的にたった
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図1 （a）塩分摂取の多い地方のチャーノフの顔．
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図1、（b）塩分摂取の少ない地方のチャーノフの顔．
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と言っても過言ではないと思われる．

 年度研究報告会においては，このようた統計グラフィックスの現状の一部と使用に際しての注意事項

についての報告を行なった．講演で用いた図の一部を表示しておく．厚生省の栄養調査の結果である都

道府県別の栄養摂取の充足率の違いをチャーノフの顔を用いて表わそうとした図である．塩分摂取の多

い地方（図1（a））と，比較的少ない地方（図1（b））でかたりの表情の違いが読みとれると思う．ただし，

主観からどれだけ自由になるか，すなわち主観によらたい判断ができるかが，チャーノフの顔の重要性

を左右する問題となっているが，これに対する回答はないように思われる．しかし，この回答がないこ

とはチャーノフの顔の有効性を否定するものではない．慎重に用いればかなり有効な道具にたると言う

ことができる．

       帰無仮説下の周辺尤度の振舞いとパラメータ空間の次元

                                   伊 庭 幸 人

 データ数が多いときの周辺尤度（TYPEII尤度，ABIC）の漸近的な振舞いはどうなるだろうか．この

場合，データ数が多くたると同時にパラメータ数（状態ベクトルの要素数）Mが多くなり，（データ数）／

（パラメータ数）が一定になるような極限を考えるのが自然だろう．このようた場合も，通常のi．i．d．の漸

近理論の結果が常に成り立つのだろうか．

 柳本らは，パラメータ｛μ。｝の尤度と“事前分布”がそれぞれ，


